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　乳房炎による体細胞数の増加は、乳量と乳質に大きな影響を及ぼし、牛群年間平均体細胞数が30
万個/mlを超えると、経産牛50頭規模の酪農家で年間約160万円の乳代損失といわれています。
　乳房炎の原因は、人が70%、ミルキングシステム25%、牛5%といわれ、臨床的な対策や飼養管理面で
の指導等は行われてきましたが、25%を占めるミルキングシステムについては、専用の機材が必要なこ
とや点検の技術者が必要なことから十分な点検は行われていませんでした。
　技術普及部では、平成18年にそれらの条件が整備されたことから、乳房炎対策の一環としてミルキ
ングシステム分析を調査研究に取り上げて取り組みましたのでその概要について紹介します。
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１．はじめに　

２．取り組みの概要　
　平成16年度、島根県酪農協議会においてミルキングシステム点検
の機材が整備され、平成18年度にはミルキングシステム点検の講習
会で技術者が養成されたことから、関係機関一体となって本格的に
乳質改善にむけ県下全域でミルキングシステム点検を実施できる体
制が整いました。
　平成18年度は酪農家177戸、延べ184システム、平成19年度は81
戸、延べ85システムについて北海道乳質改善協議会のミルキングシ
ステム分析マニュアルに沿って、エアフローメーター、デジタルバキュー
ムゲージ、パルセーターレコーダーなどの機器を用いミルキングシス
テム点検を実施しました。この点検結果に基づき搾乳機器の改善指
導や搾乳衛生意識の高揚に取り組みました。
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　H18年度の点検により修理、交換等の指摘があり、実際に修理・交換した農家の状況は表
２のとおりで、比較的安価であるチューブ類を交換する農家は29.6％でしたが、費用が掛
かるポンプの交換を行った農家は
8.2％でした。

表２　H18年度点検後のシステム交換状況

　８．２％　５６１ポンプの交換
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(%)改善数確認数項目　しかし、ポンプの交換を行った５戸

の酪農家では体細胞数の減少が見
られ、損失乳量から推定した経済
的損失もすべての農家で減少しま
した(表３)。
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表３　ポンプ交換による乳質および経済的改善効果

３．取り組みの成果　

　２年間の点検の結果は表１のとおりで、パルセーターの不調やチューブ類の劣化、ポンプの能
力不足が多く見られました。また、調圧器の清掃をしなければならないシステムも多く見られ、こ
の清掃については点検当日に行いました。

３７．６％３２２７．２％　５０バケット不良

４５．９％３９４１．３％　７６1ユニット解放時真空度低下２ｋPa以下
３６．５％３１３２．６％　６０配管漏れ

２０．０％１７２１．７％　４０調圧効率９０％以下

８０．０％６８６８．５％１２６調圧器の清掃実施

６５．９％５６６０．９％１１２ポンプの能力不足

４９．４％４２６４．１％１１８チューブ類の劣化

７６．５％６５７３．９％１３６パルセーター不調
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表１　問題のあった項目とそのシステムの割合

注)点検を実施したシステム数は　H18：１８４システム、H19：８５システム



表４　搾乳システムの定期点検項目

★エアフィルター交換３．

★パルセーター内部清掃２．

★パルセーター作動音、拍動数１．
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★洗浄プログラム確認３．

★給湯器水温点検２．

★洗剤消費量点検１．自
動
清
掃
シ
ス
テ
ム ★排水バルブ点検５．

★配管内部洗浄状態点検４．

製造業者の指定によるライナー交換５．

★ライナー内面点検４．

★ﾛﾝｸﾞﾐﾙｸﾁｭｰﾌﾞ、ﾛﾝｸﾞﾊﾟﾙｽﾁｭｰﾌﾞの空気漏れ３．

★ブリードホールの詰まり２．

★ライナー、シェル間の水１．
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★ガスケット類の交換４．

★配管のたわみ、支持部３．

★ミルクポンプチェックバルブ空気漏れ２．

★配管の空気漏れ１．
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★フィルター交換11．

★真空配管洗浄10．

★調圧器応答テスト９．

★調圧器フィルター清掃８．

★調圧器作動音７．

★自動排水バルブ作動６．

★真空ポンプオイルクレーマー排水５．

★真空ポンプベルト張り４．

★真空ポンプ注油量３．

★真空系の指示真空度２．

★真空ポンプのオイル量１．
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１年毎月毎週毎日毎搾乳時点検項目

４．今後の課題　

　酪農情勢悪化の中、ポンプの交換など経費のかかる改善については進んでいないのが現状で
す。しかし、表3に示したように十分な経済的効果もあることからシステムの改善を進めていくことが
必要だと思われます。
　また、酪農家自身が行うべき日常の点検確認項目（表4）についても確実に実施することが必要
です。


